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ザンジバルは植民地だったのか
一 束アフリカ統治をめぐるオマーン人の歴史認識 一
大川 真由子
1は じめに 一 人類学における帝国研究
歴史上にはさまざまな帝国が存在する。近年帝国史研究を銘打った研究が数多く出版 されているが、そ
のなかに 「オマーン帝国」という名称を見つけることはまずない。だが、現在は中東、アラビア半島の南
東部に位置する小国オマーン1)が、実は18世紀から19世紀末にかけて対岸のイランやパキスタンの一部
から東アフリカ沿岸部にかけて広大な領土をもつ 「帝国」2)で、東アフリカの島ザンジバル3)が帝都だった
ことはほとんど知られていない。本稿は、この帝国内部を移動していたオマーン人がオマーンによる東ア
フリカ統治をどのように認識しているのかを、1990年代末から出版 されるようになった彼らの自伝やザン
ジバルの歴史書、さらには筆者がおこなったインタビュー資料から明らかにすることを目的にしている4)。
これまで帝国に関する研究はもっぱら歴史学の分野でおこなわれてきた。歴史学においては、政治経済
問題が主要な関心であった従来の帝国史に対し、昨今のポス トコロニアル論を受け、支配者ばかりか被支
配者にも影響を及ぼす文化的問題(教 育、言語、アイデンティティなど)にも関心を寄せる 「新しい帝国
史」研究が登場している[平田2005]。その特徴は、本国と帝国を別々の領域とみなすという考え方の再
構築である。たとえば、イギリスの歴史家D・ キャナダインは、イギリス人行政官が帝国を 「一つの相互
に結ばれた広大な世界」とみなし、本国のイギリス社会に倣って、すなわち人種ではなく階級という差異
に注目して現地社会を階層化 したと主張する。彼らは、帝国をイギリス社会のレプリカとしてとらえ、叙
勲制度や戴冠式など本国の装飾的な道具を植民地に輸出して帝国に自分たちが見慣れた社会を作ろうとし
たというのである[キャナダイン2004]。本国は植民地に対して他者性の創造にばか り関心をもっていた
わけではなく、親近性の構築にも関心をもっていたことを明らかにしたという意味では、オリエンタリズ
ム批判にもっながるといえよう。
これに対 し、人類学では帝国が主要な研究主題 とされてこなかった[菊地2003]。人類学ではむしろ植
民地研究として、植民地主義を現地人の視点から考察するスタンスがとられてきた。そこでは支配 ・抑圧 ・
中心/被支配 ・抵抗 ・周辺という二項対立的図式が再考されたことは成果 として評価できるが[e,g.栗本 ・
井野瀬1999ほか]、これまで人類学が注目してきたのはおもに被植民者であり、植民者(支配者)が 問
題化されることはさほど多くはなかった。
こうしたなか、人類学者のA・L・ス トーラーと歴史学者のF・クーパーが、本国/植民地、支配者/被
支配者をひとっの分析領域、すなわち帝国という広い枠組で扱 うことを提唱した[Stoler&Cooper1998]。
支配者側に焦点を当て、「植民者=経 済的優位にある支配者」という従来の歴史学の前提に対して、支配と
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被支配の境界領域の脆弱性、不安定性が指摘されるようになってきた。蘭領東インドのオランダ人を研究
しているス トー ラーは、長期滞在にともなう混血から困窮白人など従来の研究から取 りこぼされてきた人
びとの存在に注目し、支配者とされた階層内部における差異や多様性への配慮を促したのである[ス トー
ラ・一一2010]。
本稿で扱 うオマーン帝国内を移動した人びとに対 しても同様のことがいえる。彼らの場合、入植先のザ
ンジバルでは一時期支配者層に属 していたが、1890年にザンジバルがイギリスの間接統治下に入った後は
支配される側に転じたという希有な経験をもっているため、単純な二元論で理解できない[大川2010]。
一般的にオマーンや東アフリカの歴史研究において影響力のあるイギリス人研究者およびアフリカ探検
家による著作には、オマーンを本国、ザンジバルを植民地として描写し、オマーン人(=ア ラブ人)が ア
フリカ人を支配 し、ときには奴隷交易によって搾取 したというような記述が多くみられる[e.g.Coupland
1937;Burton1872]5)。最近の研究書は、英語およびフランス語の公文書、古文書、現在も東アフリカに在
留するオマーン移民たちのインタビュー資料などを幅広 く用いて書かれているが、20世紀前半の諸著作は、
研究書であれ旅行記であれ、ヨーロッパ的奴隷制観にもとづき、しばしば 「抑圧者」であるアラブ人の残
虐性を強調 していた。現在 となっては、こうした著作は 「イギリス帝国主義的」記述として批判されてい
るが、世間一般(と くにヨーロッパやアフリカ)の歴史認識に与えてきた影響は大きい。
これに対 し、オマーンから東アフリカに移住した経験をもつオマーン人による著作や語 りからみえてく
るのは、それとは異なる様相である。もちろん、ひとつの歴史的事象をめぐって複数の認識が存在するこ
とはしばしば起こりうる。結論めいたことをいえば、彼らの言説には、東アフリカ(ザ ンジバル)と いう
コンテクストにおけるオマーン人(ア ラブ人)対 アフリカ人とい う当事者間の対話や暴力だけではなく、
イギリスの植民地主義という別の強力な外部の力も作用していることが特徴である。本稿はこれまで人類
学において焦点を当てられてこなかった 「支配者」の視点から一一あるいはそもそも 「支配者」として描
写されてきたこと自体が妥当なのかという問題も含めて一一束アフリカの歴史を見返すことで、人類学に
おける帝国研究あるいは帝国史研究に興味深い事例を提示できると考える。
以下では、まず東アフリカにおけるオマーン統治の歴史を概観したうえで、1970年以降、脱植民地化の
過程のなかで東アフリカ各地からオマーンに引き揚げて来た人びとによる著作や語りを紹介する。そこか
らみえてくる彼らの主張点を整理し、語 りの位置性や認識の背景を考察してみたい。
皿 東アフリカとオマーンの歴史的関係
本章では、東アフリカとオマーンの歴史的関係について、オマーン人の移動を中心に論旨に関係のある
範囲で記述する。
1オ マーン統治期(17世紀末一1890年)
東アフリカ、アラビア半島、インド亜大陸をつなぐイン ド洋では、2000年以上前から季節風を利用した
交易がおこなわれていた。東アフリカでは、8-10世紀にザンジバルや沿岸部の港町に数多くみられるよ
うになったペルシア系、アラブ系の商人と、すでに当地に定住していたバントゥー系諸語を話す人びとと
の交易の過程でイスラーム化が進行した。それと同時に、長い歴史のなかで住民間の通婚も進み、バント
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ウー系言語を基盤にアラビア語などを含むスワヒリ語が生まれた。このように、スワヒリ語を話し、イス
ラームを信奉する人びとは一般的に一一ザンジバルだけではなく、東アフリカ沿岸部一帯で一一 「スワヒ
リ」と呼ばれ、沿岸部では彼らによる諸都市が発達する。オマーンの支配下に入る前のザンジバルは島ご
とに自律的社会を形成していたが、15世紀末からポル トガルの支配を受けるようになった。
オマーンの方も16世紀初頭からポル トガルの支配下に入っていた。17世紀半ば、ポル トガルからマス
カ トを奪回した勢いに乗ったヤアーリバ朝オマーンは、ザンジバルからもポル トガル勢力を駆逐 した。そ
の後の50年間に、東アフリカのスワヒリ諸都市を次々にポル トガルの支配から解放する。1698年、ヤアー
リバ朝オマーンがポル トガルの拠点モンバサを押さえて以降、ザンジバル、ペンバ、キルワ、モンバサ、
ラムといった主要な港町には、オマーンから総督(而1カが任命されるようになった。
ヤアー リバ朝に続くブーサイー ド朝の君主も東アフリカの遠征を続けていた。そのなかでも、象牙と奴
隷貿易で繁栄していたザンジバルへの関心は強かった。1828年には現地民とのあいだに盟約を交わした君
主サイー ド(s的dibnSul加)は1832年、首都をザンジバルに移 し、みずからも移住した。以降、国内の
部族間闘争や干ばつに苦しむオマーンからさらに多くの人がザンジバルほか東アフリカ各地に渡るように
なった ①。サイー ドの時代オマーンの領土は最大になり、現在のソマリア南部からタンザニア南部に至る
沿岸部一帯にまで及んだ。これにともない、オマーン人はアフリカ内陸部へも進出し、19世紀半ばには、
その移動範囲は中央アフリカ(現 コンゴ民主共和国)にまで至った。オマーン人は現地民のスワヒリと通
婚し、その多くが混血となっていた。
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1856年のサイー ドの死後、オマーン本土も含めた後継者争いが続き、最終的に1861年イギリスの指導
のもとザンジバルとオマーン本土が正式に分断された。その後、イギリスからの圧力で1873年に奴隷貿易
が禁止になるとザンジバルは弱体化する。1890年、ついにイギリスはザンジバル島とペンバ島およびその
周辺の島々を東アフリカ沿岸部から切り離し、それらを保護領とした。2世紀近くに及ぶオマーン・アラ
ブ人による統治はここで終止符を打った。本稿で扱 う「オマーンによる東アフリカ統治」をめぐる言説は、
厳密にいうと本節で扱った時期に相当する。しかし、東アフリカ出身のオマーン人が東アフリカ統治につ
いて語るときに避けて通れないのが以下で説明するイギリスの存在である。
2イ ギリス統治期(1890-1963年)
イギリス統治の特徴は、「人種(race)」による分割統治であった。7年ごとにおこなわれていた人口統計
をみると、概してザンジバル住民はアラブ人、アジア人、アフリカ人の順に序列化され、配給や議会の構
成員の面など政治経済的に各集団は差別化された。
「アフリカ人」というカテゴリーは、もともとイギリスによって政治的に創 られたにすぎなかったが、
時間の経過とともに民族集団としての実体性を帯びるようになっていった。たとえばアラブ系政党に対す
るアフリカ系政党の発足、さらにはアフリカ人がアラブ人を追放するという革命(1964年)の発生などは、
アフリカ人とアラブ人が排他的な民族集団となっていたことを意味する。本稿では、イギリス統治期に当
局が定義したアフリカ人を 「アフリカ人」(カギ括弧つき)と記 し、アフリカ人一般(ザ ンジバル以外のア
フリカ人)と区別する。「アフリカ人」はザンジバルにおいてのみ通用した概念で、ザンジバル在住の非ム
スリム大陸出身者 も含まれる。
イギリスの人種主義的な政策に対 し、しだいにアラブ人および 「アフリカ人」のあいだに反英感情が芽
生え、ザンジバルのナショナ リズム運動は、オマーン人が中核を担っていたアラブ協会を中心に1950年代
に入って一気に進展 した。同時に、民族集団ごとに政党も設立されていった。1955年、オマーン人らによ
ってナショナリス ト的政策を打ち立てたザンジバル国民党(ZanzibarNationalParty:ZNP)が創立された。
一方で、ZNPをアラブ人支配の政党であると非難し、「アフリカ人」国家の設立を目的としたアフロ ・シ
ラジ党(Afro-ShiraziParty:ASP)も設立される。その後の1959年、ASPの前身であるアフロ・シラジ協
会から分離していた派閥が、ザンジバル ・ペンバ人民党(ZanzibarandPembaPeople'sParty:ZPPP)を設立
する。
1957年、保護領になって初めての選挙ではASPが勝利した。 しかし1961年の選挙では、ZPPPと提携
したZNPが僅差でASPに勝利した。ASPはアラブ系のZNPの勝利にクレv・一ムをっけ再選挙を要求したが、
結局同年9月 には、ZNPとZPPPから成る連立内閣のもと12月にザンジバルの独立が決定された。そして
1963年12月10日、73年間の間接統治の時代に幕を引き、ザンジバルはイギリスから独立を果たしたのだ
った。
3ザ ンジバル革命とその後(1964年一)
しかし独立のわずか1か月後の1964年1月12日、「アフリカ人」による革命Dが起こった。ウガンダ出
身のキリスト教徒ジョン・オケロ8)を指導者に、数百人の武装した 「アフリカ人」および大陸出身者がこの
革命に参加した。ZNP中心の政府は転覆 され、代わりにASPの指導者率いる革命議会が創設された。犠牲
者数には諸説あるが、この革命によって約1万 人のアラブ人が殺害された。歴史家アンソニー ・クレイ ト
ンによると、1963年にザンジバルにはおよそ5万 人のアラブ人がいたということだから[Clayton1981:
98-99コ、約5分 の1が殺害されたことになる。
殺害を免れた者も短期 ・長期にわたり拘束されたり、多くの女性が暴行を受けたほか、アラブ人の家屋
や商店、農場が焼き討ちにあった。この革命でオマーン人を含むアラブ人の大半がザンジバルを去り、1964
ザ ンジバルは植民地だ ったの か 一 束 アフ リカ統 治をめ ぐるオーマ ン人の歴史認識 一55
年末のアラブ人人口は1万2000-1万5000人にまで減少 したという[Clayton1981:99]。当時のオマーン
は在外オマーン人の帰国を認めていなかったため、ザンジバルを出たオマーン人は1970年に即位した現ス
ルターンに呼び寄せ られるまで国外での不安定な生活を余儀なくされた。こうした東アフリカ出身のオマ
ーン人が1970年代、数万人規模でオマーンに引き揚げてきたのである。
叉
皿 オマーンの東アフリカ統治をめぐるオマーン人の言説
1970年まで政権の座にあったスルターンによる政策のため、オマーンはほぼ完全に外部世界から切 り離
されていた。 しかし現スルターンが宮廷クーデタで政権を握って以来、石油や天然ガスの輸出による収入
を背景に短期間で飛躍的な経済発展を遂げた。この近代化を支えたのが、1970年代に東アフリカ各地から
引き揚げてきたオマーン人である。開発が本格化する前の1970年当時、小学校が3校 しか存在 しなかった
国内の状況を考えると、東アフリカで高等教育を受け、英語力に優れた東アフリカ出身者はまさしくエリ
ー トであった。
その一方で、この東アフリカ出身のオマーン人の多くがスワヒリとの混血であること、スワヒリ語を話
し、オマーンの公用語であるアラビア語の運用能力が十分でないことから、純粋なアラブ人とみなされな
い傾向にある。そのため、アラブ性を重んじるオマーン社会で 「ザンジバリー(Z∫η泌耐:ザ ンジバル人)」
と呼ばれるなど、彼 らは一段劣った存在として認識されている。
以上のような社会的状況のなか、1990年代末からこうした東アフリカ出身のオマーン人自身による自伝
やザンジバルに関する歴史書の出版活動がさかんになっている[AlBarwanil997;Ismailil999;al-Kin(h
2009;al-Riy5mi2009;Ghassany2010;AIBusaidi2013]9)。使われている言語もアラビア語、英語、スワヒリ
語と多岐にわたり、このうち3冊は翻訳も出版されている。以下では、近年出版された文献および筆者が
聞き取り調査をおこなった東アフリカ出身者の語 りのなかから、前章で説明したオマーンによる東アフリ
カ統治をめぐる言説を紹介する。
遷 東アフリカ出身のオマーン人の言説一 著作から
まずは、2009年の出版後3か 月後には重版となり、2012年には英語版も出版されたナースィル ・アル=
リヤーミーの 『ザンジバルー一人物と出来事1828-1972年』(Z吻∫わδπ舗o肋5か∂'woα掴励1828-1972)
をとりあげる。君主サイー ドがザンジバルと盟約を結んだ1828年からの1世紀半のあいだに活躍したオマ
ーン人や歴史的な出来事を紹介する内容で、800ページに及ぶ大著である10)。筆者は1964年ザンジバル生
まれで、現在、オマーンの司法次官補の地位にある。歴史家としての訓練は受けていないものの、丹念な
資料検証と64年の革命経験者へのインタビューにもとついた著作は研究者からも評価されている。1970
年にザンジバルを出てオマーンに両親とともに移住したというから、ザンジバルでの記憶はそれほど多く
はもっていないだろう。それでも、オマーンとザンジバルのかつての友好的な関係や、ザンジバルにおけ
るオマーン人の生活について現代のオマーン人があまりにも知らないという問題意識をもっていた。彼は
本書出版の動機をこう語っている。
「わたしの目的は、文明や礼節のたいまっをかざして東アフリカ海岸部に栄光をもたらした人びと
の大義を弁護することである。(中略)文明化に大いに貢献したアラブ人自身のあいだでさえ、多く
56ザ ンジバルは植民地だ ったのか 一 束 アフ リカ統治 をめ ぐるオーマン人の歴史認識 一
の者 がい け好 か な い植 民 地 主義 者(al-isti`mjral-baghida)がっむ い だ 嘘八 百 の話 を受 け入 れ て しま
っ て い る。(中 略)わ た しは 断 片化 した 出来 事 を記 録 し、歪 曲、混 乱 、虚 偽 の ない形 で後 世 に伝 えた
い の だ」[al-Riyami2009:2]11)。
さらには 「ヨーロッパ人の旅行家や宣教師らが東アフリカのアラブ人について多くの記録や記述を残 して
いることは認めるが、その多くが不純な目的をもち、イスラームやアラブ性(αみ`〃7励α)に対する偏見を
抱いている」(3)と、そのゆがめられたアラブ像に対して怒りを隠さない。アラブ人はアフリカ入を搾取
する富裕な侵略者 とい うイメージが流布していることは事実だが、アル=リヤーミーはこう反論している。
「アラブ人全員が支配者層のエリー トだとか特権階級、富裕な地主だという非難もあるが、それは神
話である。しかも悪意に満ちた神話だ。圧倒的大多数は毎日の生活をなんとかや りくりしているよう
な一般市民だった。ポーターや路上のコーヒー売 り、小規模な商店主、漁師、さらには粗末な農具で
田畑を耕す小農だ。驚くなかれ、下水槽での人糞処理のようなもっとも臓れた仕事もアラブ人がやっ
ていたのだ」(英語版:48)。
また、アル=リヤ・一・ミーは、ザンジバルに最初に定住したのはアラブ人であり、おおよそ7世紀末であ
ることを複数の歴史書を引用して説明している。その後、10世紀末にシラジ人(ペルシア系)が、最後に
バントゥー系がザンジバルに定住 したのだという。現在のザンジバル住民の大半を占めるスワヒリという
民族はこの3つの民族の混血といわれているのだが、そのなかでもアラブ人がもっとも早い時期に定住し
たのだからアラブ人の土地だ、と主張しているのである(6、26-31)12)。さらには、19世紀以降のオマー
ンからザンジバルへの大規模な移民の流れについては 「国内移動(hi'radjkhiliya)」(40)と定義している。
当時、オマーン人にとって祖先が渡った土地に移動することは当然のことになっていたし、スルターン自
身もザンジバルを首都と定め、そこに定住 していたとい うのが理由である。
ここには、オマーン人がザンジバルを 「征服」したというニュアンスはみじんも読み取れない。むしろ、
オマーン人らアラブ人が東アフリカに大量移住することによって、東アフリカには文明がもたらされたと
いうのである。その文明とはすなわちイスラームとアラブ文化である。
「オマーン人13)は東アフリカにおいて誇るべき歴史を作り、その歴史は今 日でもはっきりと残ってい
る。加えてオマーン人はイスラームの普及に一役かったとい う名誉にもある。(中略)彼 らはまたオ
マーン・アラブ文化の普及にも大きく貢献した。それは現在のザンジバル人のアイデンティティを構
成する礎 として残っている。オマーン人がやったのだ、たしかに。(中略)偉大で、記録に値する、
賞賛に値する出来事で、次世代に教える歴史書に栄えある1ページを作れたのも努力のたまものであ
る」(293)。
またザンジバル革命についても多くの紙幅を割き、イギリス植民地主義の政策に毒されたアフリカ人が起
こしたものであるとし、イギリスを糾弾した書き方となっている。
「アラブ人の同胞に対するアフリカ人の態度を変えた主要要因は何か。親密、調和、融合 といった
感情が、いかにして深い怨恨や復讐の感情に変わったのか。(中略)アフリカ人の精神を支配してい
た感情や信念はまったくの事実無根であったこと、『分割統治』という悪名高い戦略を遂行するため
に植民地主義者が植えつけた嘘や誤解を与えるような欺隔の産物でしかなかったとい うことがわか
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るだ ろ う」(12)。
アル=リ ヤーミーだけではなく、すべての著作に共通しているのは、アラブ人対アフリカ人という対立構
図はイギリス統治期に作られたという指摘である14)。したがって全般的に、イギリス統治下のアラブ人対
.アフリカ人の対立に関して、一般的に流布しているイメージに対抗する形で書かれている。
続いて紹介する著作は、ザンジバルの政府高官として活躍し、オマーン人社会を代表するエリー トであ
ったアリー ・アル=バルワーニーによる英語の自伝[AIBarwanir997]である。彼は2008年に亡くなった
が、生前から計画されていたアラビア語翻訳が2011年に出版 された[al-Barvvatii2011]。革命時、ザンジ
バルの外相だったアル=バルワーニーは、アラブ系政党ZNPの創設者でもあったため、革命後は裁判なし
に10年問投獄されていた。オマーンが東アフリカに進出した契機について、彼は著作において以下のよう
に説明している。
「東アフリカが2世紀にわたるポル トガルの抑圧から解放されたのは東アフリカ沿岸 ・島喚部の住民
から度重なる要請を受けてやってきたオマーン人のおかげであった。これはオマーン人の博愛的態度
でもなければ、領土を獲得するための帝国主義的な策略でもなかった。(中略)東アフリカには数千
年ものあいだアラブ人が住んでいて、オマーンに助けを求めてきたのも同じ文化や宗教、そして同じ
民族的出自をもつ人びとだった。オマーンを解放 して勢いに乗ったからには、東アフリカまで敵を追
いかけるのは当然である。そうすれば同胞もみな解放され、インド洋は再び商業と交易が自由な場所
になるのだ。(中略)そ して東アフリカの人びとたちに自治が可能な状態にしてオマーンに戻った。
東アフリカの統治者 らは自分の領土にいて無傷だったが、以来、オマーンの指導者に完全な忠誠を誓
うようになったのだ」[AlBarwani1996:12]。
オマーンが東アフリカに軍事的に進出したのは、けっしてオマーンの帝国主義的な領土拡大をもくろんだ
わけではなく、あくまでも現地から要請を受けたからだということを彼は強調している。要請を受けての
遠征という書き方はオマーン人による歴史書ではごく一般的な説明である。また、君主サイー ドの時代に
首都がザンジバルに移されたことについて、以下のように述べている。
「ザンジバルは首都になった。海外からの外交団が派遣されるのもザンジバルだったし、サイー ドは
ザンジバルから世界各地に使節団を派遣 していた。したがってザンジバル、つまり東アフリカはオマ
ーンの植民地ではなく、オマーンの本質的部分であったのだ」[AlBarvvani1996:13-14]。
この部分は重要である。 というのも、一般的にヨーロッパの文献では 「ザンジバルはオマーンの植民地
(colony)だった」とか 「オマーンは東アフリカを植民地化あるいは征服(tocolonize/conquer)した」と記述
されることが多いからである。だが、オマーン人の著作のなかにそうした記述はみあたらないし、見つけ
る可能性はほとんどない。なぜなら彼らはみずからのオマーン統治を 「植民地支配」としてとらえていな
いからである。本件については考察の部分でとりあげたい。これに対して、オマーン統治時代の前後ザン
ジバルを統治していたポル トガルやイギリスに対しては植民地主義者(colonialist)呼ばわりである。
さて、オマーン統治時代の特徴としてよく描かれるのは宗教的寛容性である。ザンジバルは住民の9割
以上がムスリムであるが、マジョリティのアフリカ系住民がスンナ派であるのに対して、統治者であるオ
マーン人はイバー ド派であった。このほかにもイン ド系(ヒ ンドゥー教徒、シーア派イスマーイール派)、
ペルシア系(シーア派12イマーム派)、キリス ト教徒などさまざまな宗教、宗派が共存 していた。アル=
バルワーニーいわく、ザンジバルでは個人の信仰にかかわらず、みなが預言者ムハンマドの生誕祭やクリ
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ス マ ス、 あ るい は仏 陀 の誕 生 日や デ ィー ワー リー(ヒ ン ドゥー教 の新 年 の祝 い)を 祝 った とい う。
「宗教的寛容はザンジバルの伝統である。1世紀以上も前、君主サイー ドは、ムスリム住民に対して、
ヒンドゥー教徒の居住区での牛の屠殺を禁 じた。ヒンドゥー教徒は数的には少なかったが敬意を表 し
てのことだ。結婚、離婚、相続についても自分たちの法に従うことが許されていた。(中略)だ が、
それは植民地主義者が到来する前までのことであった」[AlBarwani1996:33]。
ここでも、オマーン統治とイギリス統治の断絶 ・差異が指摘されている。
2東 アフリカ出身のオマーン人の言説一一語りから
前節で紹介 した2人は、ザンジバルのオマーン移民のなかでも有力部族の出身で、ザンジバルの政治に
も深く関わり、経済的にも恵まれた地位にいた人あるいはその子孫である。他方、以下では地主といった
富裕階級の出身ではなく、小規模な商店主や小農 として生計を立てていたオマーン移民やその子孫たちの
語 りを紹介しよう。
まずはオマーンの国立大学の教員、イブラーヒーム ・ヌール ・シェリフである。1941年ザンジバルで生
まれ、ウガンダのマケレレ・カレッジを卒業した後も90年代後半までアメリカの大学で教鞭を執っていた。
彼はもともと芸術家であったが、今では奴隷制やザンジバル革命をみずからの体験にもとついて語ること
のできる最後の世代としての意識と責任感をもって評論活動に従事しているのだという。
アル;バルワーニー同様、彼もポル トガルの統治を 「植民者の侵略(colonialinvasion)」と表象し、その
残虐性を指摘していた15)。16世紀初頭から3世紀にわたるポル トガルの圧政に耐えかね、「オマーン ・ア
ラブ人に援助を求め、ポル トガルの支配に終止符を打ったんだ。その見返りとして、オマーンのスルター
ンはスワヒリ海岸の宗主権を認められた」と述べている[2004/9/21]16)。
「ザンジバルのアラブ人は富裕層といわれているが実際はそんなことはない。裕福なのはむしろイン ド
人の方だった」といって、筆者に1冊の本を見せてくれた。同じくザンジバル生まれのオマーン人、イー
サー ・アル=イ スマーイー リーによる歴史書IDに掲載 されている12年生のクラス写真(1955年撮影)を
見せながら説明してくれた。
「この写真をみろ。写真の脇に教員や生徒の リス トがあるが、生徒はアラブ人が6人、アフリカ人11
人、インド人46人。アラブ人は富裕層といわれているがそんなのはごく少数。それ以外はわたしも
含めて非常に貧しい状態だったのだよ。わたしの父は石炭売りだった。だからアラブ人がアフリカ人
を搾取したとい うのは神話なのだ」[2004/9/27]。
だが、彼の指摘は若干的外れな部分がある。というのも、アル=イ スマーイー リーが著書のなかで提示
した写真は公立学校の写真で、ザンジバルの公立学校は50年代までは無料だったからである。その後世帯
収入に応 じて7年生以上には学費が課されたが、年間200シリング以下とい う安価なものだった。しかも、
7割の学生が学費免除で支払っていたのは裕福なインド人家庭だけだったというから[al-Riyami2009:
362-363]、この写真だけをみて一概にアラブ人が学校に行けるほど裕福ではなかったということはできな
いだろう。アル=イ スマーイーリーがこの写真を掲載 したのは、アラブ人の方がアフリカ人よりも教育の
機会に恵まれているという一般的認識に対してアラブ人側を弁護するためである[al-lsma`ili2012:97-99]
18)。
つぎに紹介するのは、1947年、大陸部タンガニーカに生まれ、東アフリカ出身者には珍 しく1960年代
末(現スルターンが呼び寄せる前)に オマーンに移住してきたハマ ド19)である。銀行家を経て、国家監査
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委員会および湾岸協力機構最高理事会の諮問機関のメンバーとなったハマ ドは、2003年、2004年初めてザ
ンジバルを訪問し、見慣れた光景に圧倒されたとい う。「オマーン人がここにいたことはまちがいない。オ
マーンの影響 とい う栄光の過去が高くそびえているではないか。これは簡単に消える歴史ではない」
[2009/2/12]。オマーンが残 したザンジバルの遺産について彼はこう語っている。
「教育、健康管理、クローブやコブラなどの合理的な農業、電気や下水、メディアを18-19世紀に
導入したのもすべてブーサイー ド朝のスルターンたちのおかげなのだ。先見の明があったんだよ。暗
黒時代のザンジバルのような場所が地球上にあったとしても、有能な指導者の統率力をもってすれば
大いに前進できる。オマーンの指導者らは見識ある存在だった。オマーンが貢献したからザンジバル
が成功したのだ。あの頃がザンジバルの栄光の時代だったこと、それはけっして忘れてはいけない」
[2009/2/19]。
「ザンジバルは帝国の宝石だった。偉大な指導者サイー ドの墓はそこにある。ザンジバルが今日誇る
ものの多くは、農業であれ、インフラであれ、文化や言語であれ、ブーサイー ド朝の命令によるもの
だ。オマーンの歴史はザンジバルなしには完結しない!」[2009/2/19]。
同様のことは、先にとりあげたアル=リヤーミーの著作にもみられる。「ザンジバルはかつて東アフリカの
政治、文化、経済面での牽引役だった」という。「重要なことは、そ うした発展はイギリスの保護領下に入
る前に訪れていたということだ。この国が早い段階で文明化し進歩 したのもサイー ドのおかげである」
[al-Riy5血i2009:512]o
と、ここでアル=リ ヤー ミーはスワヒリ語のウスタアラブ(ustaarabu)という言葉を援用 している。ウ
スタアラブとはアラビア語起源の言葉で、「アラブ人に同化 させる、アラブ人になる、アラブ人の諸慣習を
採用する」という意味である。つまりウスタアラブとはアラブ化することを意味し、それがスワヒリ語で
は文明と同義語として使用されている。19世紀当時、アラブ化することは文明開化につながるという価値
観が普及し、現地民はこぞってアラブ的文化を身につけた。奴隷や異教徒と差異化するために都市エリー
トが使用し、そこにはイスラーム的知識や都市性、高い社会的地位や教養が含まれる[Fair2001:43]。
1V考察一一束アフリカ出身のオマーン人の歴史認識
本章では、前章でとりあげたオマーン統治をめぐるオマーン人の言説を分析 してみたい。
1主 張点
東アフリカ出身のオマーン人による出版物や語 りにみられる主張点は以下の4つにまとめることができ
よう。
第一に、オマーンとヨーロッパによる統治方法の違いの提示である。オマーンが東アフリカに進出した
のは現地からの要請によるものだということを、アルーリヤーミーやシェリフら多くのオマーン人が強調
していた。っまり、政治的支配や領土拡大が目的だったのではなく、ポル トガルから現地を解放するため
にオマーンが立ち上がったという解釈である。そしてオマーン統治時代は、人種による分割統治はなく、
宗主国の言語(ア ラビア語)が 強要されることもなかった。支配者層はイバー ド派であったが同じムスリ
ムであるので、イスラームやその聖なる言語であるアラビア語を尊重する価値観は同じであった。
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これに対し、イギリスの統治方法は人種主義的な分割統治で、別稿では詳 しく述べたが、脱イスラーム、
脱アラブ的教育 ・言語政策が敷かれていた[大川2011]。オマーン人を中心に現地住民からは大きな反対
運動が起こったにもかかわらず、この時代、スワヒリ語の表示がアラビア文字からローマ字に切 り替えら
れ、それまでスワヒリ語の読み書き能力があった人が非識字者になってしまったのだ。
すべての著作および語りのなかで、人種による分割統治というイギリスの政策に批判は集中している。
イギリス統治下でアラブ人対アフリカ人という対立構図ができたのは、東アフリカ出身のオマーン人だけ
ではなく、多くのヨーロッパ人の歴史家も指摘していることである。興味深いのは、東アフリカ出身のオ
マーン人は共通して、用語を使い分けている点である。つまり、彼らはイギリス統治、さらにはオマーン
統治以前のポル トガル統治に対しては 「植民地主義(al一纏 禰 〃colonialism)」という用語を使 うが、オマ
ーン統治に対しては使わないのである。それは彼 らがオマーン統治を植民地主義的支配と認識していない
ことによる。同様の理由で、ヨーロッパ勢に対 しては「占領(劾∫'1δ〃occupation)」や「征服(ghaewa/conquer)」
を使い、オマーンに対しては使用しない。アル=リヤーミーは 「憎むべき植民地化(a1一競∫痂 凹坊α帥功)」
[al-Riyami2009:2]と書く一方で、オマーンに対しては単なる 「統治(kukm/rule)」と表記 している。こ
のようにオマーン統治に対置される形でヨーロッパ植民地主義を痛烈に批判することにより、オマーンの
統治を暗黙のうちに正当化しているといえよう。
第二は、オマーン統治によってザンジバルに繁栄がもたらされたとい う考え方である。電気や下水道 と
いうインフラ面もさることながら、最大の貢献はイスラームとアラブ文化の普及であると彼らは考えてい
る。実際には、オマーン統治時代より以前にザンジバルはイスラーム化していたのだが、沿岸部と島填部
だけはイギリス支配を受けてもキリス ト教化しなかったし、アラブ・イスラーム文化の浸透は根強かった。
ウスタアラブという語に象徴されるように、スワヒリにとってアラブ化することが文明化することであっ
た時代がたしかに存在していたことを考えても、この地におけるアラブ人ムスリムの貢献は考慮されてし
かるべきものであろう。ただし、ここでいう 「アラブ人ムスリム」にはオマーン人のみならず、現イエメ
ンのハ ドラマウト出身者が多く含まれることは明記 しておかねばならない。いずれにせよ、ザンジバルに
文明をもたらしたという 「事実」がまた、東アフリカ出身のオマーン人によるオマーン統治の正当化につ
ながるのである。
オマーン人の言説にみられる共通点の第三点目は、オマーン統治は植民地支配でないのだから、ザンジ
バルはオマーンの植民地ではないとい う解釈である。アル=リヤーミーは、オマーンからザンジバルへの
人の移動を 「国内移動」と解釈 していたし[al-Riyami2009:40]、アル=バ ルワーニーはより直接的に 「東
アフリカはオマーンの植民地ではなく、オマーンの本質的一部分であった」と述べている[AlBarwani
l996:13-14]。彼らはオマーン本土だけでなく東アフリカ沿岸部広く一帯をひとつの政治体ととらえ、そ
れを 「オマーン帝国(oみ'〃加 瞬励肋 泌 伽 伽かα)」と表象している。したがって、ザンジバルは 「植民地
(musta`amara)」ではなく、オマーン帝国の一部だと主張するのである。
最後の点は、オマーン統治時代におけるスワヒリとの共存共栄、友好関係の強調である。イギリス統治
時代にアラブ人対アフリカ人の対立が生じたのに対し、その前のオマーン統治時代、両者は友好関係にあ
ったのだという。実際問題 として、東アフリカに渡ったオマーン人のほとんどがスワヒリと通婚し、スワ
ヒリ語を話 して生活 していた。ザンジバルでは、一部の裕福なオマーン人は中心地ス トー ンタウンに集住
していたが、大多数は地方に散在し、スワヒリに囲まれて生活していたことは文献やインタビューからも
明らかになっている。アル=リヤーミーは 「親密、調和、融合といった感情が、いかにして深い怨恨や復
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讐 の感 情 に変 わ った の か」[al-Riyami2009:12]と問 うてい るが 、前 者 は オマ ー ン統 治 時代 で後者 がイ ギ
リス統 治 時代 に相 当す る。 アル=バ ル ワー ニー の 自伝 の タイ トル も、 『ザ ン ジバル にお け る紛争 と調 和』 で
あ る。かつ て の ザ ンジ バル の 人 び とが 享 受 してい た調 和 や 団結 を示 す語(hamimlya,toja-nis,insihjr/closeness,
harmony,fUsion,cohesion)は東 ア フ リカ 出身 の オマ ー ン人 の言 説 に は しば しば登 場 した。
2誰 に対して語っているのか
1990年代後半以降、アラブ人を悪者 として描くヨーロッパ人による歴史叙述を批判する形で東アフリカ
出身のオマーン人たちがみずからの言葉でザンジバルの歴史を語りはじめた。それでは、彼らは誰に対し
て語っているのだろうか。彼らの著作がアラビア語、英語、スワヒリ語で執筆 ・翻訳されていることを考
慮すると広範な読者が想定されうるが、筆者は語る対象は大きく2つあると考えている。ひとつは、すべ
ての著作に明らかなように、著者 らは西洋によって作られ、再生産されているアラブ人に対する帝国主義
的イメージを払拭すべくペンを執った人びとである。っまり、彼らはこれまで東アフリカの歴史を作り上
げ、奴隷商人、あるいはアフリカ人を搾取する悪徳アラブ人ムスリムとい うイメージが浸透している西洋
に向けて語っていると考えられる。
語る対象の2つ 目は、国内のオマーン人、とくに東アフリカへの移住経験のないオマーン生まれのオマ
ーン人に対してである。第3章 でみたように、アル・=リヤー ミーは、この時代に東アフリカで起こった出
来事を現代のオマーン人があまりにも知らないという問題意識をもっていた。東アフリカ出身のオマーン
人による 「歴史修正」の動きがヨーロッパのみならず国内にも向けられている社会背景について以下に論
じてみたい。
冒頭でも述べたように、オマーン生まれのオマーン人は東アフリカ出身者(お よびその子孫)をアラブ
人とみなしておらず、「ザンジバリー」と呼んでいる。彼らを他者とみなすオマーン生まれのオマーン人は、
自分たちはアフリカとはまったく関係がない、(国際的にも批判をされかねない)奴隷交易にも携わってい
ないと認識しているのである。これに対し東アフリカ出身者は、出生地にかかわらず自分たちを一括して
「ザンジバ リー」と呼ぶのも、誤った歴史認識にもとついているからだと主張する。無知あるいは無関心
であるオマーン生まれのオマーン人に対して、アフリカでの 「歴史」を伝えること、っまり自分たちはオ
マーンが誇る海洋帝国という歴史の担い手であったことを示すことが、自分たちへの誤解や偏見をなくす
ひとつの手段であると、一部の東アフリカ出身者は考えているのである。
それでは、統治された側のアフリカに彼 らの関心は向いていないのだろうか。本稿で紹介した東アフリ
カ出身のオマーン人は、アフリカの現地民はイギリスによって洗脳されたと解釈 している。最終的に 「ア
フリカ人」によるアラブ人の追放 という形になってしまったが、オマーン人の批判の矛先はイギリスの帝
国主義に向けられているのであって、アフリカ人には直接向けられていない。むしろイギリス統治時代に
作られてしまったアラブ人対アフリカ人のあいだの壁を取り払い、オマーン統治時代のような関係性を取
り戻したいと考えている。アル=リヤーミーの著作の表紙カバー(英語版)には次のように書かれている。
「革命 とその後、無実のザンジバルの人びとに対しておこなわれた凶悪な犯罪に対する許 しと和解を求め
る。そしてより強固で有望な将来のためにオマーンとザンジバル間の橋を再建しはじめたい」と。
本稿で紹介したオマーン人を含め、年配者にはザンジバルに愛着を感 じ、別荘を建てて頻繁に訪れてい
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る人びともいる。彼らの著作がアラビア語や英語だけではなくスワヒリ語で書かれていることを考えても、
アフリカに対する関心は少なからずあると考えられる。
Vお わりに
以上みてきたように、オマーンとザンジバルの関係は、植民者/現 地民あるいは支配(抑圧)/被 支配
(被抑圧)のなかで理解されてはお らず、両者は少なくともオマーン統治時代には友好関係にあったこと、
そしてザンジバルはオマーン帝国の一部であったと認識されていることが明らかになった。彼らの語りの
なかにはかならずヨーロッパー一オマーン統治前後のポル トガルとイギリスー一が登場し、ザンジバル以
上の存在感を放っている。彼 らにとってのザンジバルは、つねにヨーロッパ統治と対置されるオマーン統
治の枠組のなかで認識されているのである。
こうした彼 らの執筆活動をこれまでオマーン政府が歓迎 してきたわけではない。ひとつには、1970年に
現スルターンが実父を宮廷クーデタで倒 し、即位 した背景にはイギリスの協力があった。したがって、現
オマーン政府はおおやけにイギリスを批判することはできないという可能性がある。事実、政府が出版し
たオマーンの歴史書にはイギリス植民地主義批判はみてとれない。彼らはこうした 「正史」に満足するこ
となく、独 自の活動を展開していると考えられる。
政府が東アフリカ出身のオマーン人の執筆活動を歓迎 しない第二の理由は、ザンジバルの歴史を語るこ
じ
とは、国際的な批判の対象にもなりかねない奴隷制へのオマーン人の関与を想起させるということである。
東アフリカへの進出や領土拡大はオマーンにとって誇るべき過去の栄光ではあっても、奴隷制への関与は、
たとえイスラーム的な奴隷制がヨーロッパのそれと違 うことを自負しているとしても、胸を張って語れる
ような 「歴史」ではない。その証拠に、イギリス植民地主義批判と同様、奴隷制に関する記述は政府系の
歴史書や学校の歴史教科書には登場しない。つまり、彼らの活動は、本国のナショナル ・ヒス トリー(正
史)の 「語り直し」ではなく、ヨーロッパ的植民地支配に対するオルタナティブとしてオマーン帝国時代
を提示することで、オマーンのナショナル ・ヒス トリーを代弁 ・表象しているといえよう。それは同時に
東アフリカ出身のオマーン人がオマーンのナショナルな語 りのなかに足場を築く運動として位置づけるこ
とができる。
こうした論調は、ヨーロッパによる既存の反アラブ ・イスラーム的言説に対抗する形で登場したインタ
ラクティブなものであるとはいえ、東アフリカ出身のオマーン人の主張は、典型的な植民地主義正当化論
であるという感は否めない。だがメディア規制の厳しいオマーンで、1990年代以降、東アフリカに関する
著作が急増したことを考えると、帰還後20年以上たってようやく彼 ら自身が語ることが可能になってきた
という、国内の風潮に変化の兆しがみえてきたといえよう。
本稿は東アフリカ出身のオマーン人の言説を中心に構成されているが、オマーンとザンジバルの関係性
を検討するならば、イギリス植民者や統治された側のアフリカ人らによるオマーン統治に対する認識との
対比が必要であることはいうまでもない。オマーンとヨーロッパによる統治方法に違いがあることは、欧
米の歴史家のあいだでも一致した見解がみられる[cf.Cooper1977,Bennett1986,Pouwels1987]。付言して
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おけば、植民地主義正当化論はイギリス側にもみられる。ザンジバルの都市計画と植民地主義に関する著
作のなかで、ウィリアム ・ビッセルはオマーン統治時代のザンジバルを近代国家のアンチテーゼ(政府 ・
官僚制度 ・司法や警察制度のガバナンスの不在やアラブの専制政治)と して位置づけることで、イギリス
はみずからの統治を正当化 していることを指摘 している[Bissell2011:68]。
これに対し、アフリカ人にとってアラブ人(オ マーン人)は奴隷商人であると同時に、文明の担い手で
もあったため、アラブ人に対して相反する感情や言説が存在している。だが、国家(タ ンザニア)のイデ
オロギーによって方向づけられたアラブ人批判の風潮が主流となるため、親アラブ的言説は若干の例を除
いておもてに出ることはない[大川2010]。ムスリムが多数派を占めるザンジバルと異なり、キリス ト教
徒が多数派を占めるタンザニア大陸部では、反アラブというよりは対キリス ト教としてのイスラーム批判
という傾向がある。このようにオマーン統治に対するアフリカ人の言説も一筋縄ではいかない。
またオマーン生まれのオマーン人あるいは現オマーン政府がオマーン統治の歴史をどのように表象して
いるのかも興味深い点である。オマーンの歴史教科書や政府刊行の歴史書を検証すると、本稿でも紹介 し
た 「オマーン帝国」という・名称 ・概念は現代オマーンにおいて創られたということがわかってくる。いつ
ごろ、どのような目的で創られたのかは別稿にゆず りたい。
注
1)人 口277万人(2010年統 計 、 うち3割 が外 国人)、住 民 の ほ とん どがイ バ ー ド派(穏 健 派)ム ス リム
で あ る。 民族 構 成 は多 数 派 の ア ラブ 系 ほか 、パ キス タ ン 系、 イ ン ド系 、ペ ル シア 系 で、 主 要言 語 はア ラ
ビア 語 で あ る。
2)帝 国 とは何 か とい う本 質 的 問題 は こ こで は問 わ な い。 「オ マー ン帝 国(α々〃めo痂卿 かαα1一励2δ吻 α)」
とい う名 称 は 現 代 のオ マ ー ン人 あ る い はオ マ ー ン政府 が用 い て い る もの で あ り、筆 者 自身 の もの では な
い こ とを最 初 に お断 りしてお く。
3)タ ンザ ニ ア沖 に浮 かぶ ザ ンジバ ル 島 とペ ンバ 島 そ の他30余 りか ら成 る島 喧部 の名 称 。1964年に大 陸
部 タ ンガ ニー カ と連 合 し、 タ ンザ ニ ア とな っ た。 人 口130万人(2012年統 計)、住 民 の 多 くが ス ンナ 派
ムス リム で あ る。 民族 構 成 は多 数 派 の ス ワ ヒ リ(ム ス リム)ほ か 、大 陸 ア フ リカ 人(非 ムス リム)、ア ラ
ブ系 、 イ ン ド系 で、 主 要言 語 は ス ワ ヒ リ語 で あ る。
4)イ ン タ ビュー はお も にオ マ ー ンの 首都 マ ス カ トにて2004年か ら2010年ま で断 続 的 にお こな われ た。
5)オ ックス フ ォー ド大 学 植 民 地研 究 科 教授 で 代 表的 な歴 史家 レジナル ド・クー プ ラ ン ドや 西 洋 の探 検家
はオ マ ー ン人 を 「植 民 地 主義 者(colonist)」と表 象 して い る。 なお 、 奴隷 制 に関与 して い たア ラ ブ人 に
対 す る ヨー ロ ッパ の 探検 家 の 言 説 が一 枚岩 的 でな く、 当時 の イ ギ リスや ア フ リカ の政 治 的状 況 の影 響 を
受 け て いた こ とは拙 稿 に て論 じた[大 川2008]。
6)ヤ ア ー リバ 朝 時代 に もオ マー ンか らの移 民 が なか った わ けで は な い。ザ ンジバ ル に お け るオマ ー ン移
民 の数 は、1770年代 で300人、1819年で1000人、1840年代 に は5000人にな った とい うか ら、サ イ ー
ドの遷 都 以 降 に急 増 した こ とが わか る[Sheriff1995:13]。
7)オ マ ー ン人 側 は それ が 「革 命(thawra)」で あっ た とは認 識 してい な い。 オ マ ー ン人 の著 作や 語 りの
な か で は 「転覆 」(ingiljb/upheaval)がもっ とも よ く使 われ る用 語 だ が 、そ の ほ か に も 「侵 略 」(i`tidaγ
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invasion)や、「ジェノサイド」とか 「民族浄化」(θみ`α吻 ααみ`殉かα/et㎞iccleansing)という用語も使われ
ている。
8)1937年ウガンダで生まれたオケロは、1959年ペンバ島に渡った。移民当初はZNPに共鳴していたが、
ほどなくしてASPに参加 し、1963年ザンジバル島に渡った。
9)ム フスィン・アル==キンディーの著作[al-Kindi2009]はザンジバルで発行された新聞の分析で、ハ
ーリス ・ガッサーニーの著作は[Ghassany2010]は1964年のザンジバル革命時に、加害者側(ア フリ
カ人)へのインタビューにもとついた研究で本稿の対象からずれるため、ここでは扱わないこととする。
またこれ以前に出版されたザンジバルの歴史書にはオマーン人の歴史家サイー ド・アル=ムガイリーに
よる重要な研究[al-Mugha頭1979]もあるが、1950年代に書かれ、革命前の1962年には脱稿している
ため、今回の分析からは除外した。このほかにも数は少ないがオマーン人による歴史書[A1-Maamiry1979]
や自伝[Said--Reute1888]が存在する。
10)第二版には、オマーン人の重要人物を2人追加するなど加筆修正が施されている。英語版は第二版の
翻訳だが、その段階でも小見出しのタイ トルや章の配置が大幅に変更されている。あいにくアラビア語
初版本は入手することができなかったため、本稿ではアラビア語第二版をベースに使っているが、英語
版にしかない記述も必要に応じて引用した。
ll)以下、アル=リヤーミーの同書からの引用については()内 にページ数のみ提示する。
12)「アラブの土地だ」という文言は、英語版では削除されているが、アラビア語版には、「ザンジバル
はアラブの土地だ1!」 とか 「誰がザンジバルに最初に住んだのか一一アラブ人かシラジ人か」という
小見出しもある。
13)英語版では 「オマーン人」がすべて 「アラブ人」に修正されている[AIRiyami2012:60]。
14)たとえば、2012年に自伝を出版 したサウー ド・アル==ブー サイーディーは、民族ごとに島を統治 し
たイギリスを批判して以下のように述べている。「もしイギリス政府がザンジバル国民という概念を導入
してくれていたら、みながアイデンティティと国家への忠誠心をもてただろうし、多くの問題も回避で
きて、ザンジバル政府の強化につながっただろう」[AlBusaidi2012:127-129]。1919年ザンジバルで生
まれた彼は、オックスフォー ド大学卒業後、ザンジバルの中心地ス トー ンタウンで地区長官(District
Commissioner)を務めた人物である。革命後投獄されたが、71年にオマーンに移住、外交官として活躍
した。
15)彼はアラビア語があまり話せないため、インタビューは英語でおこなわれた。
16)以下、インタビューの日付を[]内 に記す。
17)1999年に自費出版されたこの本はもともとスワヒリ語で書かれたが、2012年にアラビア語訳が出版
された。著者は1926年にザンジバルで生まれ、高校卒業後、政府役人として働いていた。イギリス統治
時代、ケンブリッジ大学に2年間留学も果たすなど、有カー族の出身である。
18)先に挙げたアル;リヤーミーも同じ写真を掲載しているのだが、別の文脈で用いている。彼は公立学
校でアラブ人が少数派だったことに対して、イギリス政府の教育政策では従来のアラビア語やイスラー
ム教育がカリキュラムから削除されたので、アラブ人は政府が提供する世俗学校ではなく、マ ドラサと
呼ばれるコーラン学校か、国外への留学を希望していたというものである[al-Riy百血2009;大川2011]。
ザンジバルは植民地だったのか一 束アフリカ統治をめぐるオーマン人の歴史認識 一65
19)実名で本を出版しているこれまでの登揚人物とは別で、インタビューのみ言及するオマーン人に関し
ては仮名 とする。
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